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一
．
は
じ
め
に

　

米
政
策
の
全
般
に
わ
た
っ
て
論
議
が
す
す
め
ら

れ
た
「
生
産
調
整
に
か
か
る
研
究
会
」
の
「
中
間

取
り
ま
と
め
」
で
は
、
消
費
者
重
視
・
需
要
に
見

合
っ
た
米
作
り
・
地
域
の
特
色
あ
る
農
業
の
展
開

と
併
せ
て
「
効
率
的
・
安
定
的
経
営
体
に
よ
っ
て

担
わ
れ
る
よ
う
水
田
農
業
の
構
造
改
革
を
早
期
に

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
構
造
展
望
実
現
に
向
け
た
改
革
加
速
の

た
め
の
具
体
的
政
策
を
提
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
（
一
一
月
末
に
は
大
綱
が
示
さ
れ
る
予
定
）。

改
め
て
構
造
展
望
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
平
成

二
二
年
の
農
業
の
担
い
手
は
、
家
族
農
業
経
営
と

法
人
・
生
産
組
織
の
約
四
〇
万
経
営
体
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
水
田
農
業
の
担
い
手
は
、
経
営

規
模
一
四
ha
程
度
で
八
万
戸
程
度
の
効
率
的
・
安

定
的
な
家
族
経
営
お
よ
び
法
人
・
生
産
組
織
と
な

り
、
こ
れ
ら
の
経
営
体
に
経
営
耕
地
（
自
作
地
＋

借
入
地
）
の
六
割
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
が
「
望
ま

し
い
農
業
構
造
」
と
さ
れ
る
。

　
「
米
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
経
営
規
模
の
小

さ
い
多
数
の
農
家
が
生
産
の
多
く
を
担
っ
て
お
り
、

構
造
改
革
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
状
況
」（
一
三

年
度
白
書
）
に
あ
り
、
今
後
「
育
成
す
べ
き
経
営

体
」
に
施
策
を
集
中
・
重
点
化
さ
せ
改
革
を
促
進

す
る
と
し
て
い
る
。
目
指
す
方
向
は
農
業
構
造
の

大
改
革
で
あ
り
、
生
産
現
場
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
改

革
の
た
め
の
綿
密
な
具
体
的
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
本
稿
は
今
後
の
担
い
手
の
展
開
を
検
討
す

る
前
提
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
セ
ン
サ
ス
を
ベ
ー

ス
に
担
い
手
構
造
の
変
化
を
簡
単
に
整
理
、
今
後

の
方
向
付
け
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
た
。

二
．
大
規
模
農
家
・
法
人
等
農
業
事
業
体
の
動
向

　

①
農
業
構
造
の
動
向

　

ま
ず
農
業
全
般
を
み
る
と
、
総
農
家
戸
数
は

三
一
二
万
戸
で
三
二
万
戸
減
少
（
△
九
％
）
し

て
い
る
。
特
に
販
売
農
家
（
二
三
四
万
戸
）
が

一
一
％
と
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
で
、
自
給
的
農

家
（
七
八
万
戸
）
は
一
％
の
微
減
に
止
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
専
兼
業
別
に
み
る
と
、
専
業
農
家
数

は
四
三
万
戸
で
横
ば
い
で
あ
り
、
兼
業
農
家
が

一
四
％
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
専
業
農
家
の

う
ち
男
子
生
産
年
齢
層
の
い
る
農
家
が
二
四
万
戸

か
ら
二
〇
万
戸
に
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

兼
業
農
家
の
う
ち
第
一
種
兼
業
農
家
は
五
〇
万

戸
か
ら
三
五
万
戸
に
、
ま
た
第
二
種
兼
業
農
家
は

一
七
三
万
戸
か
ら
一
五
六
万
戸
に
い
ず
れ
も
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
特
に
第
二
種
兼
業
農
家
に
お

い
て
、
世
帯
主
兼
業
主
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

反
面
、
世
帯
主
農
業
主
が
二
二
万
戸
か
ら
三
五
万

戸
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
農
外
就
業

先
の
リ
タ
イ
ア
等
に
よ
る
事
情
が
想
定
さ
れ
、
専

業
農
家
の
動
向
と
合
わ
せ
農
業
就
業
者
の
高
齢
化

の
進
行
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

②
大
規
模
農
家
の
動
向

　

販
売
農
家
の
う
ち
田
の
あ
る
農
家
数
で
み
る

と
二
〇
八
万
戸
で
二
九
万
戸
減
少
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
大
規
模
層
を
五
ha
以
上
層
と
し
て
こ
の
層

を
み
る
と
、
農
家
戸
数
六
万
戸
、
戸
当
た
り
平
均

耕
地
面
積
は
七
ha
で
戸
数
は
七
％
、
耕
地
面
積
は

一
五
％
増
加
し
て
い
る
。
全
体
の
田
の
借
入
耕
地

面
積
は
三
六
万
ha
で
七
万
ha
増
え
て
い
る
。
大
規

模
層
の
借
入
面
積
は
五
割
以
上
増
加
し
て
お
り
、

田
の
借
入
が
大
規
模
層
に
シ
フ
ト
し
た
形
で
行
わ

れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
農
作
業
の
請
負
も
増

え
て
お
り
、
大
規
模
層
の
ほ
ぼ
半
数
の
農
家
が
農

作
業
を
受
託
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、セ
ン
サ
ス
で
は
契
約
生
産
農
家
数
・

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
取
組
農
家
数
を
調
査
し
て

い
る
が
、
稲
作
で
の
契
約
生
産
農
家
は
（
販
売
目

的
）
水
稲
作
付
農
家
の
五
％
で
、
環
境
保
全
型
へ

の
取
組
農
家
は
同
一
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

③
農
業
事
業
体
の
動
向

　

ま
た
、
販
売
を
目
的
と
す
る
農
家
以
外
の
農
業

事
業
体
（
以
下
事
業
体
）
は
七
、五
〇
〇
で
、
千

経
営
体
増
加
し
て
い
る
。
う
ち
田
の
あ
る
事
業
体

は
約
三
千
、
経
営
耕
地
面
積
は
三
三
千
ha
で
あ
り
、

借
入
耕
地
の
増
加
に
よ
り
経
営
耕
地
面
積
は
倍
増

し
て
い
る
。

　

ま
た
契
約
生
産
を
行
っ
て
い
る
事
業
体
は
、
田

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　

水
田
農
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
の
考
察

　
　

水
田
農
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
の
考
察
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の
あ
る
事
業
体
の
一
二
％
、
環
境
保
全
型
農
業
へ

取
り
組
ん
で
い
る
の
は
同
二
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
農
家
数
の
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
等
農
業

の
衰
退
が
言
わ
れ
て
い
る
な
か
、
借
地
の
増
加
に

よ
り
大
規
模
農
家
・
事
業
体
の
経
営
耕
地
面
積
は

徐
々
に
増
加
し
て
お
り
、
担
い
手
の
構
造
は
着
実

に
変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
大
規
模

農
家
は
田
の
あ
る
農
家
の
三
％
、
経
営
耕
地
面
積

は
二
〇
％
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
農
業
事
業
体
数
も

な
お
少
数
で
あ
る
。

　
（
注
）
増
減
は
九
五
年
セ
ン
サ
ス
と
の
比
較

三
．
集
落
営
農
に
つ
い
て

　

集
落
営
農
の
明
確
な
定
義
は
な
い
。
そ
の
取
組

内
容
は
、
集
落
単
位
で
の
実
施
と
構
成
員
が
兼
業

農
家
多
数
あ
る
い
は
全
部
と
い
う
点
は
共
通
し
て

い
る
。
し
か
し
、
経
営
の
主
宰
が
個
別
農
家
に
帰

属
す
る
機
械
の
共
同
利
用
・
共
同
農
作
業
の
形
態
、

作
業
受
託
型
の
形
態
、
収
支
プ
ー
ル
計
算
を
行
っ

て
い
る
協
業
経
営
体
形
態
あ
る
い
は
集
落
ぐ
る
み

の
法
人
化
に
よ
り
組
織
経
営
体
と
し
て
い
る
形
態

ま
で
多
様
で
あ
る
。
取
組
み
の
経
緯
、
自
治
体
等

の
指
導
の
ほ
か
最
終
的
に
は
集
落
の
実
情
と
構
成

員
の
意
向
に
よ
っ
て
取
組
み
方
の
相
違
が
出
て
い

る
。
統
計
に
よ
れ
ば
集
落
営
農
は
平
成
十
二
年
で

は
全
国
で
約
一
万
、
全
国
の
集
落
数
の
七
％
で
行

わ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に
は
北
陸
・
近
畿
・
中
国

で
そ
の
割
合
が
高
い
。
ま
た
規
模
的
に
は
参
加
農

家
数
と
耕
地
面
積
で
み
る
と「
一
〇
戸
〜
二
九
戸
」

「
一
〇
〜
三
〇
ha
」
が
約
半
数
で
、
主
要
作
物
を

水
稲
と
す
る
割
合
が
七
割
を
占
め
る
。
ま
た
単
独

集
落
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
八
割
あ
り
、
小

中
規
模
農
家
で
構
成
さ
れ
る
集
落
ぐ
る
み
の
営
農

集
団
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
北
陸
農
政
局
の
調
査
（
平
成
一
三
年
）

で
取
組
み
動
機
を
み
る
と
、「
農
業
機
械
へ
の
過

剰
投
資
の
回
避
」「
土
地
基
盤
整
備
の
実
施
」「
転

作
へ
の
対
応
」
で
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容
は
「
作

付
地
の
団
地
化
等
の
土
地
利
用
調
整
」「
農
業
用

機
械
を
共
同
所
有
し
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組
織
あ
る
い

は
参
加
農
家
が
共
同
利
用
」
が
多
い
。
大
区
画
圃

場
整
備
の
進
行
に
よ
る
自
己
所
有
の
小
型
機
械
か

ら
共
同
所
有
の
大
型
機
械
へ
移
行
、
あ
る
い
は
集

団
転
作
へ
の
対
応
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
評
価
す
る
点
は
、「
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
」「
共

同
作
業
に
よ
る
高
齢
者
作
業
負
担
の
軽
減
」
な
ど

で
あ
り
、
集
落
営
農
の
取
組
み
に
よ
り
「
集
落
内

の
ま
と
ま
り
が
良
く
な
り
親
睦
や
連
帯
感
が
深
ま

っ
た
」「
集
落
活
動
へ
の
参
加
が
増
え
た
」
等
集

落
活
動
の
活
性
化
を
あ
げ
て
い
る
。
集
落
営
農
は
、

小
中
規
模
農
家
の
営
農
を
継
続
し
た
い
と
い
う
意

向
と
、
集
落
ぐ
る
み
で
の
営
農
継
続
に
よ
り
集
落

の
伝
統
・
文
化
を
維
持
し
た
い
と
の
意
向
の
現
れ

で
も
あ
る
。

　

そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
集
落
の
農
地
全
体
が
面

と
し
て
（
優
良
農
地
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら

ず
）
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
生
産
性
の
高
さ
が
あ
る
。

当
研
究
所
の
調
査
で
も
、
生
産
費
・
投
下
労
働
時

間
で
は
全
国
平
均
の
概
ね
六
〜
七
割
程
度
と
大
規

模
経
営
体
並
の
生
産
性
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

集
落
営
農
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
が
ま
だ
一
部
に

止
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
発
展
性
に
つ
い
て
、
現
状

維
持
を
望
む
傾
向
が
強
く
、「
後
継
者
と
し
て
の

リ
ー
ダ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
」
が
問
題
点

と
し
て
共
通
す
る
な
ど
、
将
来
的
な
継
続
性
を
ど

う
図
っ
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
ろ
う
。

四
．
お
わ
り
に

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
が
正
念
場
を
迎
え
、
生
産
面

の
効
率
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
新

基
本
法
の
理
念
で
あ
る
「
農
業
の
持
続
的
発
展
」・

「
食
料
の
安
定
供
給
確
保
」・「
多
面
的
機
能
発
揮
」・

「
農
村
振
興
」
を
展
望
で
き
る
担
い
手
の
育
成
も

課
題
で
あ
る
。
水
田
農
業
は
用
排
水
・
農
道
管
理

等
生
産
基
盤
の
維
持
を
集
落
の
構
成
員
の
出
役
で

担
っ
て
き
た
。
現
地
調
査
で
、「
集
落
で
担
い
手

と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
農
業
は
で
き
な
い
よ
」
と
認

定
農
業
者
の
方
が
言
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
る
。

　

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
よ
り
大
規
模
農

家
・
農
業
事
業
体
・
集
落
営
農
等
担
い
手
は
様
々

で
あ
る
が
、
地
域
・
集
落
で
認
め
ら
れ
た
担
い
手

に
農
地
を
面
的
な
ま
と
ま
り
と
し
て
集
積
す
る
こ

と
が
生
産
性
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
て
安
全
・
安
心
を
追
求
し

た
農
作
物
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

地
域
農
業
の
継
続
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
営
農

の
将
来
像
を
描
き
、
誰
を
担
い
手
と
認
め
て
効
率

的
な
農
業
を
実
現
し
て
い
く
か
、
地
域
農
業
の
中

核
で
あ
る
Ｊ
Ａ
が
行
政
等
と
の
連
携
に
よ
り
指
導

力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
鶴
澤
伸
一
郎
）


